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講座名 
歴史を踏まえて考える犬との関係 

～社会のあり方について再考するヒントに～ 

講 師 山本 勝治 所 属 教育学部 准教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 10 月 18 日（金） 

13：00-14：30 

世界史上の犬との関係についてのエピソード。近代化における｢日

本犬｣の誕生。地域犬から番犬、ペット、そして家族へ。ワンちゃん

との関係からみえてくる社会のあり方や私たちの生き方について

考えます。 

 

＜講師報告＞ 

講座の流れ 

○ はじめに 

 公開講座テーマ①「複雑化する社会を見通す～共生・AI・歴史～」における本講座の位置

づけ 

 本講座の趣旨説明と 90 分の流れ 

 講師の自己紹介 

 

1. 中野と犬 ～東京都中野区の歴史と犬とのかかわりは？～ 

 本講座講師（山本）の居住地である中野には、17 世紀末～18 世紀初めの徳川綱吉の時代、

「生類憐みの令」により犬屋敷が設けられていた。広大な敷地に設けられた犬屋敷がどの

ように運営されていたのか、それに伴う経費はどのようになっていたのか、綱吉が死去し

て「生類憐みの令」が廃止された後はどのようになったのか、等。 

 

2. 犬と人との関係の始まり ～他の動物との違いは？～ 

 犬以外の動物の家畜化が約 10000 年前の農耕・牧畜の開始（新石器時代）以降であるの

に対し、犬の家畜化はそれよりもかなり古く、30000 年前～15000 年前（諸説あり）の旧

2024 年度 
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石器時代に始まった。 

 犬は、なぜ人と暮らすようになったのか？ 現在、「人がオオカミを手なずけて犬に変え

ていった」説は否定されており、「スカベンジャー仮説」が有力である。 

 犬の埋葬跡の様子（副葬品、人と一緒に身を寄せ合うように埋葬、他）からわかることは？ 

 

3. 人の生活環境と犬種 ～さまざまな犬種のルーツは？～ 

 例として、マルチーズ、マスチフ犬、セントバーナードの起源を紹介。 

 2015 年にアメリカの研究者が、遺伝子（DNA）に比較・分析により犬種の系統図を発表。 

 FCI（国際畜犬連盟）では、2022 年時点で 355 種の犬種を認定。それらを 10 グループに

分類している（牧羊犬・牧畜犬、使役犬、スピッツ、愛玩犬、等）。 

 

4. 歴史のなかの犬 ～世界史・日本史のどのような場面に登場？～ 

 2 万～1 万 5000 年前（旧石器時代後期）の「ラスコー洞穴絵画」（フランス）は、1940 年

に犬が洞穴に落ちたことがきっかけで発見された。 

 2 世紀の古代ローマ時代の歴史家（愛犬家？）は、犬とどのように接していたのか。 

 ナポレオンは犬嫌いだったが、船から転落した際にニューファンドランド犬（現在のラブ

ラドール・レトリーバーの原型）に助けられた。 

 1854 年、吉田松陰は停泊中のペリーの黒船に小舟で近づいて密航を企てたが、犬が吠え

続けたので断念。 

 1860 年、アロー戦争（第二次アヘン戦争）の際に、イギリスの士官が清の西太后の愛犬

を持ち帰った。これ以降、欧米でペキニーズが知られるようになった。 

 南極点到達を競っていたノルウェーのアムンゼン隊が全員帰還できたのに対し、イギリス

のスコット隊は帰路に遭難して全員死亡した。両者の運命を分けた理由の一つが、犬橇の

犬の頭数の違いであったと言われている。 

 1937 年に秋田市は、来日したヘレンケラーに秋田犬（神風号）を贈った。神風号がアメ

リカで病死すると、1939 年にその兄の剣山号を贈った。 

 第二次世界大戦中、1944 年のノルマンディー上陸作戦では、軍用犬のシェパードもパラ

シュートで降下した。 

 17～19 世紀の様々な絵画に犬が描かれている。庶民から宮廷まで、様々な階層や立場の

人が犬を飼っていた。 

 

5. 日本の近代化と犬 ～「日本犬」はどのようにして誕生？～ 

 江戸時代には特定の飼い主がいない地域犬（町犬・村犬）が主であった。犬は餌（残飯）

をもらえるところに赴いていた。もし町犬がいなければ、食べ残しで町内に悪臭が広がっ

ていたはずであり、地域犬は生ゴミ処理の役割も担っていたといえる。 

 幕末から明治にかけて洋犬が日本に流入するとともに、欧米人の飼い方（特定の家族のペ

ットとしての飼い方）も流入した。明治政府の文明開化の方針および狂犬病対策として、

特定の飼い主がいない地域犬は処分された。また、雑種化が進行した。 
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 このような状況下、昭和初期になると 1927 年に秋田犬保存会が設立されたのを初めとし

て「日本犬」の保存を図ろうとする団体が設立された。そして、1931～37 年に秋田犬、

甲斐犬、紀州犬、越の犬（太平洋戦争中に絶滅？）、柴犬、四国犬、北海道犬の 7 種が天

然記念物に指定された。 

 ただし、狆や土佐犬など「日本犬」（天然記念物）からはずされた犬種もある。日本犬の

天然記念物選定の審査規準には客観的な根拠は存在せず、恣意的な面もある。 

 

6. 犬との関係の変化 ～社会のあり方・私たちの生き方の再考？～ 

 時代を経るにしたがって、地域犬から特定の個人による飼い犬へと変わっていった。屋外

で放し飼いだったのが犬小屋で飼われるようになり、現在では室内飼いが多くなってき

た。それに伴い、番犬としてよりもペット、そして家族として飼われるようになってきた。 

 1973 年に制定された動物愛護管理法が 2013 年に改正され、飼い主とペット業者の責任

と義務が強化された。 

 動物福祉の観点から、「純血種」を重視するあり方が問題視されている。純血種が雑種犬

よりも平均寿命が短いのはなぜだろうか。イギリスの BBC が 2008 年に制作した番組「イ

ギリス犬たちの悲劇」では、純血種の血統重視のために近親交配がなされて遺伝病の発症

率が高まっていることを問題として報じている。 

 犬はなぜ人を愛してくれるのか？（ウィン博士の研究成果の一部を紹介） 

 犬との関係、犬が人に与えてくれる恩恵、をふまえると、社会のあり方や生き方について

再考すべき点がみえてくる。 

 

成果と課題 

 犬を飼っていたり、犬が大好きだったりする方々が受講してくださった。クイズを出題し

たり受講者からの疑問に答えたりしながら、受講者と対話しながら進めることが出来た。

興味関心をもっていただけた。 

 多くの近隣の方々が興味を持って受講していただけるのではないかと想定してテーマを設

定したのであったが、昨年度（2023 年度）実施した講座（「風刺画で読み解く歴史～第二次

世界大戦開戦の背景を探る～」）よりも受講者数が少なくなってしまったのは残念であった。

次年度は実施の時期（季節、時間など）について検討したい。 

 

＜配布資料等＞ 

 PowerPoint のスライドを投影して説明するとともに、資料として受講者に配布した。 

 

＜参考文献＞ 

1. 猪熊壽・遠藤秀紀（2001 年）『イヌの動物学』東京大学出版会 

2. ウィン, C.〔梅田智世訳〕（2022 年）『イヌはなぜ愛してくれるのか～｢最良の友｣の科学～』

早川書房 

3. 鹿野正顕（2024 年）『犬にウケる最新知識』ワニブックス 
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4. 川島真ほか（2021 年 3 月検定済）『新選歴史総合』（高校の教科書）東京書籍 

5. 菊水健史監修・富田園子著（2024 年）『教養としての犬～思わず人に話したくなる犬知識

130～』西東社 

6. 小林章夫・齊藤貴子（2011 年）『諷刺画で読む十八世紀イギリス～ホガースとその時代～』

朝日新聞出版 

7. 島泰三（2019 年）『ヒト､犬に会う～言葉と論理の始原へ～』講談社選書メチエ 

8. 志村真幸（2017 年）『日本犬の誕生～純血と選別の日本近代史～』勉誠出版 

9. ストール, S.〔河野肇訳〕（2008 年）『歴史を変えた 100 匹の犬』創土社 

10. 関利雄･鎌田優（1979 年）『中野区の歴史』名著出版 

11. 谷口研語（2012 年）『犬の日本史～人間とともに歩んだ一万年の物語～』吉川弘文館 

12. 東京 23 区あるある研究所（2018 年）『中野区あるある』TO ブックス 

13. 仁科邦男（2013 年）『犬の伊勢参り』平凡社新書 

14. 仁科邦男（2017 年）『犬たちの明治維新～ポチの誕生～』草思社文庫 

15. 仁科邦男（2019 年）『犬たちの江戸時代』草思社文庫 

16. 根崎光男（2016 年）『犬と鷹の江戸時代～〈犬公方〉綱吉と〈鷹公方〉吉宗～』吉川弘文館 

17. 福井憲彦ほか（2022 年 3 月検定済）『世界史探究』（高校の教科書）東京書籍 

18. マクローリン, J.C.〔澤﨑坦訳〕（2016 年）『イヌ～どのようにして人間の友になったか～』

講談社学術文庫 
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講座名 
複雑化する世界政治をドイツの視点から見通す 

 ～冷戦、人権、ウクライナ戦争 

講 師 清水 聡 所 属 国際教養学部 教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 12 月 20 日（金） 

13：00-14：30 

公開講座のおおよその内容を講師は、次のように、最初に受講者に

伝えた。「20～21 世紀の政治外交をドイツの視点から分析します。とく

に 1970 年代から急速に広まった「人権の国際化」の気運、冷戦の終焉、

そして今日のウクライナ戦争の動向と展望を探ります。」 

当日はパワーポイントの資料を用いて説明し、またその内容を印刷

資料として、受講者に配布した。 

全体の話は、「Ⅰ．ドイツ史概略」、「Ⅱ．1970 年代・「人権の国際化」

とドイツ・冷戦の終焉へ」、「Ⅲ．冷戦後 30 年のドイツの歩み：1991～

2021 年」、「Ⅳ．ショルツ政権とウクライナ戦争」、という 4 つの論点に

沿って進めた。 

 

＜講師報告＞ 

 個別の話は次のように進めた。 

「Ⅰ．ドイツ史概略」については、ドイツの各時代の歩みを簡潔に説明した。すなわち、「ドイツ帝

国」（1871-1918 年）、「ヴァイマル共和国」（1918-1933 年）、「ナチス・ドイツ」（1933-1945 年）、「占

領期」（1945-1949 年）、「東西ドイツ」（1949-1990 年）、「統一ドイツ」（1990 年- ）に関わる各時代

である。 

「Ⅱ．1970 年代・「人権の国際化」とドイツ・冷戦の終焉へ」については、とくに次の点を中心に

話を進めた。すなわち、1970 年代・「人権の国際化」とドイツ、分断国家・東ドイツ・1960～1970 年

代、分断国家・東ドイツ・「1989 年革命」、ドイツ統一過程（1989～1990 年）である。 

「Ⅲ．冷戦後 30 年のドイツの歩み：1991～2021 年」については、とくに次の点を取り上げた。す

なわち、旧東ドイツ地域と「オスタルギー」、内的統一（旧東西ドイツ間の国内格差の統一と調和をめ

2024 年度 
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ぐる問題）、「ヨーロッパのなかのドイツ」（冷戦後ドイツが模索したヨーロッパとの調和姿勢をめぐ

る方針）、冷戦後 30 年のドイツの歩みとして、コール政権（1982～1998 年）、シュレーダー政権（1998

～2005 年）、メルケル政権（2005～2021 年）、ショルツ政権（2021～  年）である。 

「Ⅳ．ショルツ政権とウクライナ戦争」については、とくに次の点を指摘した。すなわち、ショル

ツ政権とウクライナ戦争、ショルツ首相による「時代の転換点」（Zeitenwende）演説（2022 年 2 月 27

日）、独米関係、ドイツにおける脱原発、中東情勢とドイツ、多党化するドイツ政治、ドイツの政党政

治である。 

会場には 8人前後の受講者が集まった。受講者は熱心に教室の前の方で話を聞き、公開講座の残り

10 分の時間に講師との間で質疑応答を実施し、活発な議論の場となった。公開講座終了後、受講者よ

り感想や質問などのメールを頂戴することもできた。講師はそれにお礼のメールを送り、より議論を

深めることができた。 
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講座名 親子で手賀沼のプランクトンを観察しよう 

講 師 冨田 俊幸 所 属 教育学部 教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 8 月 10 日（土） 

10：00-11：30 

植物プランクトンの観察では、手賀沼は主にアウラコセイラやハ

リケイソウなどの珪藻、イカダモやクンショウモなどの緑藻でした

が、霞ヶ浦はアオコの原因となる藍藻も確認されました。動物プラ

ンクトンは培養池からサンプルを用意し、主にケンミジンコでした

が、カイミジンコやワムシも観察できました。顕微鏡をディスプレ

イに接続して親子一緒に年少児も楽しく観察できました。 

2024 年 11 月 9 日（土） 

10：00-11：30 

植物プランクトンの観察では、手賀沼は主にアウラコセイラなど

珪藻が確認できましたが、動くことができるクサリケイソウも観察

できました。採集から数日置いたサンプルでは、クンショウモやイ

カダモなどの緑藻も確認されました。動物プランクトンは培養池か

らサンプルを用意し、多くはカブトミジンコでしたが、オカメミジ

ンコやワムシも観察できました。顕微鏡をディスプレイに接続して

親子一緒に年少児も楽しく観察できました。 

2024 年 1 月 25 日（土） 

10：00-11：30 

手賀沼の植物プランクトンの観察では、冬季ということもあり、

ほとんどが珪藻でしたが、クサリケイソウなどの動く植物プランク

トンも観察できました。動物プランクトンであるワムシも観察でき

ました。動物プランクトンは培養池からサンプルを用意し、オカメ

ミジンコとカブトミジンコが観察できました。顕微鏡をディスプレ

イに接続して親子一緒に年少児も楽しく観察できました。 

 

 

2024 年度 
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＜講師報告＞ 

 「親子で手賀沼のプランクトンを観察しよう」というテーマのもと、夏 8 月、秋 11 月、冬 1 月

と 3 回にわたって、公開講座を実施しました。3 回連続の参加者は残念ながらいませんでしたが、

2 回の参加者が数家族いました。また、参加者からの声掛けや口コミで 3 回目の講座は参加者が

増えました。参加者の多くは、理科や科学に興味のある家族でした。子どもの参加者は、年少児

から小学 6 年生と広く、その多くは小学校低学年でした。顕微鏡をディスプレイに接続したこと

で、年少児であっても容易に、かつ家族全員が楽しく観察できました。 

 身近にある手賀沼ですが、手賀沼の水質や生態系等について知る機会はあまりないようでした。

今回の講座で、手賀沼の水質汚濁の現状や原因、そして今後について考えるよい機会となったも

のと思われました。手賀沼は周辺人口の増加や産業構造の変化によって流入する栄養塩が増えて、

富栄養化現象による水質汚濁が進みました。現在は下水処理が 100％近くになって湖への負荷は

減っているが、これまでの栄養塩が底泥となり、早急な水質改善には至っていません。 

（なお、本講座の学習効果については、ゼミナールⅢの学生が調査して柏学祭とゼミⅢ発表会で

研究発表をしました。） 

  

プランクトン観察の様子 
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講座名 女性のためのボクシング運動 

講 師 小山 貴 所 属 名誉教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 9 月 11 日（水） 

10：40～12：10 

本学が短大当時、今回と同じテーマで毎年受講者を募集したとこ 

ろ、毎回二十数名応募したので今回も同様に募集したが、受講申し

込みは 7 名で実際に受講した人は 6 名であった。 

 

＜講師報告＞ 

実技開始に先立って、運動生理学的に運動効果を説明。 

単にボクシングの真似をして楽しむためでなく、自分一人で実際の試合同様に動くシャドウボ

クシングや、２人組でミットを打つ練習でも相当なエネルギー消費になる。歩行運動やエアロビ

ック・ダンスの数倍の運動量になる。これは一回のパンチ動作でも全身の骨格筋の多くが活動に

参加するためであることを説明した。 

 

実技では、 

1.打撃動作の基本 2.防御姿勢と防御動作 3.フットワーク動作を指導し、それらを組み合わ

せてシャドウボクシングの反復練習 4.防御姿勢に気をつけながら、ジャブ・ストート・アッパ

ーカット・フックの動作でミット打ち練習 を行い、最後に指導者(小山) 相手に一人 1 分間の

スパーリグを反復した。 

終了後、受講者からは「スポーツジムで運動しているが、これほど強い運動を体験できて良か

った」「短時間でもこれほど動けるとは思わなかった」 そして「自分一人でも空いた時間に実行

できるので、今後は生活の中に取り入れてみたい」・・・・等々の感想が聞かれた。 
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講座名 ミニテニススキルアップセミナー（上級） 

講 師 髙橋 早苗 所 属 教育学部 准教授 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 9 月 17 日（火） 

2024 年 9 月 24 日（火） 

10：40～12：10 

【上級コース】 

①ドライブ・スライス・カット等の基本技能のブラッシュアップ 

②カットボールの処理－レシーブの仕方－ 

③サービスをカット・スライスする方法 

④試合に役立つゲームの組み立て方－ネット際へ引き寄せる－ 

⑤練習した技を活かしながら、ゲームを楽しむ。 

＜講師報告＞ 

 2024 年 9 月 17 日（火）：参加者 12 名 欠席者 1 名 

 2024 年 9 月 24 日（火）：参加者 13 名 欠席者 0 名 

 13 名全員継続受講者ということもあり、コミュニ

ケーションが取れています。受講者の雰囲気は勝敗

にこだわることなく和気あいあいとしています。熟

練者が比較的経験年数の浅い受講者にアドバイスを

する場面等も見られました。 

 今回の申し込み状況は経験者のみでしたが、基本動作の復習から始めますので、初心者が申し

込まれても問題なく対応できます。 
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講座名 児童書から広がる数学の世界 

講 師 永山 香織 所 属 教育学部 准教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 10 月 14 日（月） 

13：00～14：30 

現在大学の授業で実施している子どもたちの数学の世界を広げる

ための「本から広がる数学の世界」の活動で紹介している児童書を

もとに、メビウスの輪づくりや円や三角形の折り鶴作りなどの数学

的な活動を行なった。 

 

＜講師報告＞ 

事前登録の方は 1 名であったが、当日の方を含め４名の参加者がいた。PISA や TIMSS の国際比

較調査をもとに数学の得点は高いけれど、数学への学習意欲や就職選択に関する日本の子どもた

ちの現状を伝え、数学の楽しさをつくる教育者を育成することをねらった本活動を紹介した。安

野光雅氏の絵本などをもとに位相幾何学のメビウスの帯づくりやアフィン幾何学や射影幾何学

の変換の考えにつながる三角形や円の折り紙を使った鶴作りをした。一人の参加者の方は、パテ

ィシエになりたいというお孫さんの職業選択の理由が数学が苦手だから数学の必要のない職業

を選んだということから本講座に参加したというお話をしてくださり、それに対して栄養教諭で

ある他の参加者の方からはパティシエは数学が必要な職業であると話してくださったりと参加

者同士の交流も有意義であった。子どもたちへの読み聞かせのボランティアをしている参加者か

らは、具体的な活動が楽しかったとお礼のお手紙をいただいた。 
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講座名 子どもシェルターと子どもの保護・自立援助 

講 師 森 透 所 属 教育学部 特任教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 11 月 12 日（火） 

13：00～14：30 

パワーポイントを使用して、4 つの柱で報告しました。 

内容は、「1．はじめにー自己紹介／２．福井県における取組み／３.

千葉県における事例調査／４.おわりに」です。内容は個人情報保護

が大事ですので概略を報告しましたが、福井県での事例だけではな

く、本学が所在する千葉県における深刻な児童虐待の事例も報告さ

せていただきました。 

受講者は 1 名でしたが、真剣に聞いていただけたと思います。 

 

＜講師報告＞ 

受講者は 1 名でしたが、50 代の女性で（アンケートから）、ボランティア活動をされている方

で、永山先生の数学と絵本の講座にも参加されたと言われていました。私の講演テーマである子

どもシェルターと虐待からの保護という内容は非常に大事でありもっと受講者が増えてほしい

と言われていました。講演後、30 分くらい時間があったので自由に語り合いました。受講者が一

番関心を持っていたことは教師の大変さ、特に保護者の問題でした。クレームをつける保護者が

多過ぎる、ママ友の関係でも学校や教師の不満がすぐに出て来て学校に文句を言う、という若い

母親が多いとのことでした。本学の教師を目指す学生にもエールを送ってくれて、保護者対応で

大変だけれどもぜひ頑張ってほしいと言われていました。受講者の娘さんも教師をやっておられ

るので保護者対応で大変ではないかと心配されていました。私は、保護者も教師も手を取り合っ

て、子どもの成長を願うような関係性が出来ればいいですね、と話しました。率直にいろいろと

話せてよかったと思いました。最後にアンケートに自由に書いてほしい、無理に書かなくてもい

いです、と言いましたら、一言「自分に何ができるだろうか、・・・考え続けたいと思います」と

ありました。まじめな方で、お話しができてよかったと思います。 
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講座名 インド、中国、日本に見られる神仏の変容 

講 師 古賀 万由里 所 属 国際教養学部 教授 

 

＜実施概要＞ 

日時 実施概要 

2024 年 12 月 5 日（木） 

10：40-12：10 

現在東南アジアで見られる神仏習合の現象が、いかに生じたのか

を、仏教、バラモン教、ヒンドゥー教、道教の神仏が、インド、中

国、日本で姿かたちを変えていった経緯をみながら考察した。 

 

＜講師報告＞ 

１．はじめに 

南アジア、東南アジア、東アジアはヒンドゥー教と仏教と発祥と伝来の地であり、ヒンドゥー

教、仏教、道教の寺院では、様々な神や仏の像が祀られている。ヒンドゥー教由来の神が仏教寺

院で祀られていたり、仏教の神が道教寺院に祀られていたりする。また姿形は異なっていても、

同一の神仏であると考えられている神仏がある。このような神仏習合の現象は、いかにして生じ

るのだろうか。インド、中国、日本、東南アジアに見られる観音菩薩、弥勒菩薩、毘沙門天、斉

天大聖、聖天を中心に、図像や信仰から神仏習合の現象を見ていく。 

 

２．東南アジアに見られる神仏の混淆 

 

３．神仏習合（シンクレティズム）とは 

2 つ以上の異なる文化（特に宗教文化）が接触して生じるさまざまな状況・現象。 

  例）天部信仰 

 

４．東南アジアで見られるシンクレティズムの検証 

４－１ 観音菩薩とマーリアンマン女神 

４－２ 弥勒菩薩とクベーラ神、毘沙門天 
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４－３ ハヌマーンと斉天大聖 

４－３ ガネーシャ神 

 

４－４ シンクレティズムが生じる原因 

 

５．おわりに 

インドで発祥したヒンドゥー教、仏教が、交易や伝道などを通じて中国、東南アジア、日本に

入ることにより、他の信仰と混淆し、神格の解釈や図像などに変化が生じた。そして、本来は異

なるはずの神仏が、同一のものであると言われるようになった。その背景には、神は変化・化身・

権化により様々な名で読み替えられるといったヒンドゥー教と仏教に通じる思想があることや、

類似性をとらえて同一視する人間の思考回路が働いているといえる。 

現在、東南アジアにおいてヒンドゥー教、仏教、道教が混淆している状況が見られる。神仏混

淆は、古くから複数の宗教が接する領域において見られる現象であり、礼拝対象や形式、信仰の

内容は現在でも変容し続けているといえる。 

 

【参考文献】 

菊地章太 2003『弥勒信仰のアジア』大修館書店 

佐久間留理子 2015 『観音菩薩－変幻自在な姿をとる救済者』 春秋社 

佐々木宏幹 1987 「シンクレティズム」『文化人類学事典』pp.375-376. 

高田修・上野照夫著『インド美術』日本経済新聞社 

立川武蔵 2015 『弥勒の来た道』 NHK 出版 

田辺勝美 1999 『毘沙門天像の誕生－シルクロードの東西文化交流』吉川弘文館 

新田義圓 1983「聖天信仰の本義と時代的背景を求めて」 『宗教と現代』 

中野美代子 2002 『孫悟空の誕生―サルの民話学と「西遊記」』岩波現代文庫 
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